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【議員提案政策条例検討会議】
自民党県議団
　吉村　　悠（座長）
　板橋　　聡
　浦　伊三夫
民主県政県議団
　井上　博隆
　中嶋　玲子
緑友会
　堀　　大助
　小河　誠嗣
公明党
　壹岐　和郎
　大塚　勝利

………… 議場での提案理由説明 …………

６月21日、条例案提案にあたり、座長の吉村悠議
員が議場において提案理由の説明を行いました。

………… 秋田章二議長への条例案の報告 …………

６月16日、議員提案政策条例検討会議は、取りまとめた条例
案を秋田議長に報告しました。

　地方議会の議員等からの議員および議員候補者等に対するハラスメントを根絶することは、民主主義による住民福
祉の向上を活動目的とする地方議会にとって、その存在意義にも関わる問題であり、是非とも実現しなければならな
い喫緊の課題です。また、女性や若い世代の方など、誰でも公職を目指し、政治に直接参画できる環境づくりの一つ
として、来年の統一地方選挙に向けて早期にその対策を講じる必要がありました。
　そこで、福岡県議会では、日本国憲法が保障する個人の尊厳、人格権その他の基本的人権の尊重の趣旨と「政治分
野における男女共同参画の推進に関する法律」等の趣旨を踏まえ、福岡県内全ての地方議会から、議員によるハラス
メントや議員および議員になろうとする方に対するハラスメントを根絶するため、６月定例会において「福岡県にお
ける議会関係ハラスメントを根絶するための条例」を議員提案で制定しました。

〇県議会議員等の責務（高い倫理観が求められる立場とハラスメントが人権侵害行為であることを自覚し、全
ての人に対して「ハラスメントとなる（おそれがある場合も含めて）言動」を慎むべきこと）を規定

　→県民の皆さまにも本条例の趣旨のご理解と本条例によるハラスメントの根絶にご協力いただくことを要請
〇このため、議員等に対する研修の実施を義務付け
〇具体の議会関係ハラスメント事案について、弁護士等の外部有識者（第三者機関）に相談できる体制を整備
〇研修やハラスメント事案の相談について市町村議会とも連携

条
例
の
ポ
イ
ン
ト

▶男性議員から「お茶入れは女性議員にお願いしてるか
ら頼むよ」、「女は若くて顔が良ければ当選できるから
いいな」と言われた。

▶先輩議員から「なんで○○先生が注いでくださったお
酒を飲めないのか。男のくせに」と言われた。

▶先輩議員と異なる意見を述べると「おい黙れ、若造。
全然勉強してないな。おまえは議員に向いてない」と
人格を否定する発言をされた。

▶妊娠のため規則に従い会議の欠席を伝えると、妊娠し
たことを批判するような発言や議会への出席を強要す
るような発言をされた。

▶有権者から「選挙頑張って」と言いながら手や背中に触
り、抱きつかれた。

▶相談・要望に応じることができなかったことを逆恨み
され、事実に基づかない悪評を流布された。等々

（内閣府研修資料より）

県議会による被害防止措置が必要と認められ、かつ、相談者（申立人）が求めるとき
➡議長からハラスメントをした相手方に、

注意 ➡ 中止の求め ➡ 勧告
※さらに、勧告に応じないときは、プライバシーに配慮した上で、必要な事実を 

公表できる。

相談（秘密厳守）
相談員グループ 専用回線や窓口等で、人権問題に豊富な知識経験を持

つ職員（指定職員）が相談員への取り次ぎや相談日時の
調整をします。

助言

（必要に応じて）
調査
⬇

ハラスメントの有無等
を判断

新しい議長が決まりました
令和４年６月21日の６月定例会閉会日に、議長の選挙が行われ、桐明和久議員
（自民党県議団）が選出されました。６月定例会

自民党県議団
（３期・八女市・八女郡 選出）
昭和33年10月３日生

第72代
福岡県議会議長

桐
きり

明
あけ

　和
かず

久
ひさ

就 任にあたって
　６月定例会におきまして、福岡県議会議長にご推挙を賜り、身に余る光栄でありま
すとともに、身の引き締まる思いでございます。もとより浅学非才な私でございま
すが、二元代表制の一翼を担う県議会の公正かつ円滑な運営を心掛けてまいります。
　まずは、新型コロナウイルス対策だと考えております。今後も動向を注視し、適宜
適切な対策を講じていきたいと考えております。併せて、感染対策と経済対策の両
立を図る「コロナとの共生」に向けた取り組みについて、全力で対応してまいります。
　また、新型コロナウイルスのような人と動物の共通感染症の再発を防ぐためには、
「人と動物の健康、そして環境の健全性を一つのものとして守る」ワンへルスの実
践が大変重要となってまいります。令和２年12月に議員提案で制定しました「福
岡県ワンへルス推進基本条例」に基づいた「ワンへルスセンター」の設置や「アジ
ア新興・人獣共通感染症センター」の誘致に取り組んでまいりますとともに、11
月に福岡市で開催されます「第21回アジア獣医師会連合（FAVA）大会」の成功に
向けましても、全力を尽くしたいと思っております。
　さらに、頻発・広域化する災害への対応と被災地域の復興、新しい産業基盤づく
りなどにも全力で取り組んでまいります。
　その他、議会改革につきましても不断の努力を続けてまいる所存でございますの
で、皆さまの一層のご支援とご協力を賜りますよう、心からお願い申し上げます。

「福岡県における議会関係ハラスメントを根絶するための条例」を制定しました !
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代表・一般質問詳細は、県議会ホームページをご覧ください。 （注）６月定例会の会議録については、９月上旬に掲載される予定です。  https://www.gikai.pref.fukuoka.lg.jp/
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※ここに掲げている質問は、代表質問の一部を抜粋したもので、６月定例会時点での内容です。

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
防
止
は
、
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
の
特
性
を
踏
ま
え

て
メ
リ
ハ
リ
を
利
か
せ
た
対

策
が
必
要
だ
。
防
止
等
の
重

点
を
ど
こ
に
置
く
の
か
。

Ａ　

福
岡
コ
ロ
ナ
警
報
を
解

除
し
た
後
も
、
三
密
の
回
避

な
ど
基
本
的
感
染
防
止
対
策

は
重
要
だ
。
第
６
波
に
お
い

て
亡
く
な
ら
れ
た
の
は
、
ほ

と
ん
ど
が
高
齢
者
で
あ
り
、

今
後
は
高
齢
者
の
命
を
守
る

対
策
に
重
点
を
置
く
。
市
町

村
と
連
携
し
て
４
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
着
実
に
進

め
、
陽
性
者
が
発
生
し
た
高

齢
者
施
設
に
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
医
師
・
看
護
師
を
派

遣
す
る
体
制
を
強
化
す
る
。

高
齢
者
施
設
の
職
員
を
対
象

に
し
た
週
１
回
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
も
当
面
継
続
す
る
。

Ｑ　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
に
よ
る
原
油
価
格
・
物

価
高
騰
が
本
県
経
済
や
生
活

に
及
ぼ
す
影
響
と
対
策
を
問

う
と
と
も
に
、
肥
料
な
ど
の

生
産
資
材
高
騰
で
厳
し
い
状

況
に
あ
る
農
業
経
営
の
継
続

に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

総
務
省
の
家
計
調
査
等

で
は
、九
州
の
２
人
以
上
世

帯
で
は
令
和
元
年
か
ら
年

３
万
６
千
円
程
度
の
負
担
増

と
な
っ
て
お
り
、生
活
困
窮
者

の
負
担
感
が
増
し
て
い
る
。

企
業
・
消
費
者
物
価
の
上
昇
が

続
け
ば
、
企
業
活
動
や
民
間

消
費
を
下
押
し
す
る
な
ど
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
対
策

と
し
て
給
食
費
の
負
担
軽
減

や
生
活
福
祉
資
金
特
例
貸
付

の
申
請
期
間
延
長
な
ど
を
実

施
す
る
。ま
た
、中
小
企
業
に

対
し
て
の
支
援
も
含
め
、
未

来
を
切
り
拓
く
た
め
の
投
資

を
積
極
的
に
進
め
る
。農
業
に

お
い
て
も
、肥
料
価
格
が
昨
年

11
月
に
比
べ
５
割
程
度
高
騰

し
、
農
業
経
営
は
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
前

年
度
か
ら
の
価
格
上
昇
分
の

２
分
の
１
を
助
成
す
る
。ま

た
、全
国
に
先
駆
け
た
取
り
組

み
と
し
て
小
麦
の
代
替
品
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
米
粉

の
利
用
拡
大
を
支
援
し
て
い

く
。
燃
料
や
家
畜
飼
料
は
、

価
格
上
昇
分
を
補
塡
す
る
国

の
制
度
を
活
用
し
て
支
援
す

る
。
さ
ら
に
、施
設
園
芸
で
は

省
エ
ネ
化
を
推
進
す
る
機
械

の
導
入
、畜
産
で
は
自
給
飼
料

の
生
産
拡
大
に
必
要
な
収
穫

機
の
導
入
な
ど
、
全
国
先
駆

け
の
米
粉
利
用
拡
大
の
よ
う

な
明
日
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
を
支
援
し
て
い
く
。

Ｑ　

県
と
市
町
村
と
の
連
携

強
化
の
方
策
を
問
う
。

Ａ　

県
と
し
て
は
、
政
策
の

方
向
性
を
示
し
て
政
策
を
進

め
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

構
築
し
、
市
町
村
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
規
模
や
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
事
業
を
組
み
立
て

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

し
て
、「
市
町
村
振
興
局
」
を
４

月
に
設
置
し
た
。
局
長
自
ら

が
市
町
村
長
の
声
を
直
接
聴

く
こ
と
で
課
題
を
的
確
に
把

握
し
、
平
素
か
ら
信
頼
さ
れ

る
関
係
を
築
く
こ
と
を
徹
底

さ
せ
た
い
。県
を
挙
げ
て
、市

町
村
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
後
遺
症
に
悩
む
人

の
相
談
窓
口
に
つ
い
て
、
相

談
件
数
や
主
な
症
状
な
ど
を

問
う
。
ま
た
、
支
援
に
対
す

る
県
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ　

今
年
２
月
の
開
設
か
ら

５
月
末
ま
で
に
２
４
２
９
件

の
相
談
が
あ
り
、
う
ち
約

40
％
は
息
苦
し
さ
や
咳
な
ど

の
呼
吸
器
症
状
、
約
21
％
が

倦
怠
感
な
ど
の
精
神
・
神
経

症
状
、
約
13
％
が
嗅
覚
・
味

覚
症
状
を
訴
え
て
い
る
。
症

状
に
応
じ
て
診
療
可
能
な
医

療
機
関
を
紹
介
し
て
お
り
、

５
月
末
ま
で
の
紹
介
件
数
は

１
２
６
９
件
。
医
療
機
関
で

は
症
状
に
応
じ
た
検
査
・
治

療
を
し
て
い
る
が
、
症
状
が

重
い
場
合
な
ど
は
、
よ
り
専

門
的
な
検
査
・
治
療
が
可
能

な
医
療
機
関
に
つ
な
い
で
も

ら
っ
て
い
る
。
後
遺
症
に
関

す
る
最
新
の
知
見
を
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
、
24

時
間
体
制
で
相
談
に
応
じ
る
。

Ｑ　

コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
た

鉄
道
の
維
持
の
た
め
に
、
県

や
沿
線
自
治
体
、
交
通
事
業

者
が
連
携
し
、
市
町
村
の
区

域
を
越
え
た
取
り
組
み
を
推

進
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
知

事
の
考
え
方
を
問
う
。

Ａ　

平
成
筑
豊
鉄
道
や
甘

木
鉄
道
な
ど
個
別
の
路
線

で
、
県
、
沿
線
自
治
体
と
鉄

道
事
業
者
な
ど
か
ら
な
る
８

つ
の
協
議
体
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
沿
線
自
治
体
所
有
地

を
活
用
し
た
パ
ー
ク
ア
ン
ド

ラ
イ
ド
や
駅
を
拠
点
に
沿
線

地
域
を
周
遊
す
る
た
め
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
な
ど
、
沿

線
関
係
者
が
協
力
し
た
積
極

的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
。
共
通
１
日
乗
車
券
の

販
売
や
周
遊
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
な
ど
、
路
線
を
超
え
た
広

域
的
な
取
り
組
み
も
進
ん
で

い
る
。
行
政
機
関
や
県
議

会
、
交
通
事
業
者
な
ど
に
よ

る
県
交
通
対
策
協
議
会
で
の

検
討
を
踏
ま
え
、
県
総
合
計

画
の
部
門
計
画
で
あ
る
交
通

ビ
ジ
ョ
ン
を
新
た
に
策
定
し

た
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
下
、

利
便
性
向
上
や
利
用
促
進
の

取
り
組
み
を
進
め
る
。

Ｑ　

大
雨
災
害
時
等
に
、支
援

が
必
要
に
な
る
高
齢
者
な
ど

の「
災
害
時
要
支
援
者
」に
対

す
る
市
町
村
の
個
別
避
難
計

画
の
作
成
状
況
を
問
う
。作
成

が
完
了
し
て
い
な
い
市
町
村

を
ど
う
支
援
す
る
の
か
。

Ａ　

今
年
４
月
現
在
29
市
町

村
で
作
成
が
完
了
し
た
一

方
、
22
市
町
の
作
成
率
が

50
％
に
満
た
な
い
。
避
難
支

援
者
を
十
分
に
確
保
で
き
な

い
こ
と
が
課
題
だ
。
県
は
今

年
度
か
ら
①
自
主
防
災
組
織

等
の
避
難
支
援
関
係
者
間
で

連
携
を
図
る
た
め
の
協
議
会

の
設
置
②
避
難
支
援
関
係
者

の
中
か
ら
具
体
的
な
避
難
支

援
者
の
候
補
者
を
洗
い
出
す

と
い
っ
た
取
り
組
み
を
市
町

村
職
員
と
行
い
、
確
保
を
支

援
し
て
い
く
。
ま
た
、
要
支

援
者
ご
と
に
避
難
方
法
を
話

し
合
う
ケ
ー
ス
会
議
に
専
門

家
を
派
遣
す
る
な
ど
し
て
、

実
効
性
あ
る
計
画
に
な
る
よ

う
に
支
援
す
る
。

自
民
党
県
議
団

自
民
党
県
議
団

吉
田  

浩
一  

（福津市）

民
主
県
政
県
議
団

民
主
県
政
県
議
団

後
藤  

香
織  

（福岡市早良区）

Ｑ　

性
暴
力
対
策
会
議
で
は

被
害
者
へ
の
支
援
の
在
り
方

や
根
絶
へ
の
取
り
組
み
な
ど

を
検
討
し
て
い
る
が
、
産
婦

人
科
医
は
参
加
し
て
い
る
の

か
。
電
話
相
談
の
後
で
直
接

支
援
を
希
望
す
る
人
を
増
や

す
意
味
で
も
、
こ
の
会
議
に

産
婦
人
科
医
が
参
加
す
べ
き

だ
と
考
え
る
が
、
知
事
の
見

解
を
問
う
。

Ａ　

幅
広
い
医
学
的
観
点
か

ら
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
、県
医
師
会
か
ら
推
薦
さ
れ

た
医
師
に
委
員
を
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
、現
在
は
精
神

科
医
に
就
任
い
た
だ
い
て
い

る
。令
和
２
年
度
に
電
話
相
談

を
し
た
２
０
８
人
の
う
ち
、

面
談
や
医
療
機
関
へ
の
受
診

と
い
っ
た
直
接
支
援
に
つ
な

が
っ
た
ケ
ー
ス
は
50
人
。強

制
性
交
等
の
被
害
者
が
受
け

る
身
体
的
、精
神
的
影
響
は
大

変
深
刻
で
長
期
に
及
ぶ
こ
と

か
ら
、よ
り
適
切
な
ケ
ア
の

た
め
に
直
接
支
援
が
望
ま
し

い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。こ
の
た

め
、直
接
支
援
で
協
力
し
て
も

ら
っ
て
い
る
産
婦
人
科
医
や

精
神
科
医
ら
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、直
接
支
援
に
つ
な
が

る
、よ
り
良
い
方
策
を「
性
暴

力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ふ

く
お
か
」と
協
議
し
て
い
く
。

Ｑ　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
支

援
す
る
た
め
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
関
係
機
関
の
連
携
が
求
め

ら
れ
る
。県
の
対
応
を
伺
う
。

Ａ　

県
は
今
年
度
、
生
活
指

導
担
当
教
員
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
市

町
村
の
福
祉
・
介
護
担
当
職

員
、
若
者
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
な
ど
を
対
象
に
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
理
解

を
深
め
る
た
め
の
研
修
を
実

施
す
る
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

に
つ
い
て
各
地
域
の
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
で
情

報
共
有
し
、
福
祉
・
介
護
な

ど
の
適
切
な
支
援
機
関
に
つ

な
ぐ
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
こ
の
体
制
づ

く
り
を
県
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
で
協
議
し
て
い

く
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
中

に
は
就
労
や
介
護
に
課
題
を

抱
え
る
人
も
い
る
こ
と
か

ら
、
福
岡
労
働
局
や
県
介
護

支
援
専
門
員
協
会
な
ど
の
関

係
機
関
を
同
協
議
会
の
メ
ン

バ
ー
に
加
え
、
連
携
強
化
を

図
る
。

Ｑ　

同
性
カ
ッ
プ
ル
が
公
営

住
宅
に
入
居
後
も
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
の
取
り
組
み
を

伺
う
。

Ａ　

今
年
３
月
発
行
の
「
県

営
住
宅
だ
よ
り
」で
、県
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の

導
入
に
伴
い
、
性
的
少
数
者

の
カ
ッ
プ
ル
の
県
営
住
宅
へ

の
入
居
を
可
能
と
し
た
旨
を

掲
載
し
、
県
営
住
宅
に
住
む

全
世
帯
に
配
付
し
た
。
今
後

も「
県
営
住
宅
だ
よ
り
」や
団

地
の
掲
示
板
に
、
性
の
多
様

性
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と

認
識
を
深
め
る
た
め
の
情
報

や
、
性
的
少
数
者
を
は
じ
め

と
し
た
人
権
問
題
が
生
じ
た

場
合
の
相
談
窓
口
を
掲
載
す

る
。
ま
た
、
県
営
住
宅
を
管

理
す
る
県
住
宅
供
給
公
社
職

員
な
ど
へ
の
研
修
も
行
う
。

公
明
党

公
明
党

高
橋  

雅
成  

（福岡市博多区）

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
関
し
、
屋
外

で
の
マ
ス
ク
着
用
を
緩
和
す

る
考
え
方
を
国
が
示
し
た
。

熱
中
症
の
危
険
性
が
高
ま
る

夏
に
、
着
用
の
見
直
し
を
県

は
啓
発
す
べ
き
だ
。
広
報
等

に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

マ
ス
ク
着
用
は
基
本
的

感
染
防
止
対
策
と
し
て
引
き

続
き
重
要
で
あ
る
。
そ
の
上

で
、
熱
中
症
防
止
の
た
め
に

も
「
ど
の
よ
う
な
場
面
で
外

し
て
よ
い
の
か
」
な
ど
国
が

示
し
た
考
え
方
を
分
か
り
や

す
く
示
し
、
県
民
に
呼
び
掛

け
て
い
る
。
県
職
員
に
対
し

て
も
同
様
に
、
今
回
示
さ
れ

た
マ
ス
ク
着
用
の
考
え
方
に

基
づ
き
、
日
々
の
業
務
や
通

勤
な
ど
、
場
面
や
状
況
に
応

じ
て
着
脱
が
で
き
る
こ
と
を

分
か
り
や
す
く
示
し
た
。
着

用
が
不
必
要
な
場
面
で
、
人

の
目
を
気
に
し
て
マ
ス
ク
を

外
す
こ
と
を
県
民
が
躊
躇
し

な
く
て
い
い
よ
う
、
マ
ス
ク

着
用
の
考
え
方
に
つ
い
て
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
県
の
広
報
媒
体
を

活
用
し
て
広
報
・
啓
発
し
て

い
く
。

Ｑ　

農
業
の
生
産
資
材
の
価

格
が
高
騰
し
て
い
る
。
特
に

肥
料
は
、
価
格
が
上
が
っ
て

も
使
用
量
を
減
ら
す
こ
と
は

難
し
い
。
農
業
者
の
経
営
を

守
り
、
生
産
継
続
を
図
る
た

め
の
取
り
組
み
を
問
う
。

Ａ　

本
県
で
は
相
次
ぐ
豪
雨

災
害
や
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、

生
産
コ
ス
ト
の
多
く
を
占
め

る
肥
料
の
価
格
が
昨
年
11
月

時
点
と
比
べ
て
５
割
程
度
高

騰
す
る
な
ど
、
農
業
経
営
は

さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
。
支
援
策
と
し
て
、
肥
料

の
前
年
度
か
ら
の
価
格
上
昇

分
の
２
分
の
１
を
助
成
し
、

燃
油
や
家
畜
飼
料
に
つ
い
て

も
価
格
上
昇
分
を
補
塡
す
る

国
の
制
度
を
活
用
し
て
支
援

す
る
。
さ
ら
に
施
設
園
芸
で

は
省
エ
ネ
化
を
推
進
す
る
機

械
な
ど
の
導
入
、
畜
産
で
は

自
給
飼
料
の
生
産
拡
大
に
必

要
な
収
穫
機
の
導
入
、
水
田

農
業
で
は
輸
入
小
麦
に
代
わ

る
米
粉
の
利
用
拡
大
を
図
る

た
め
の
新
商
品
開
発
や
販
売

拡
大
を
支
援
す
る
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
を
確
実
に
実
施

し
、
農
業
経
営
が
安
定
し
、

生
産
継
続
が
図
ら
れ
る
よ
う

生
産
者
に
寄
り
そ
っ
て
い

く
。

Ｑ　

県
管
理
河
川
で
あ
る
久

留
米
市
の
高
良
川
で
、
小
学

４
年
生
の
女
の
子
が
死
亡
し

た
。
自
転
車
に
乗
っ
た
ま
ま

落
ち
、
額
を
骨
折
し
て
意
識

を
失
い
、
お
ぼ
れ
た
と
み
ら

れ
て
い
る
。
堤
防
上
に
柵
が

な
か
っ
た
。
こ
の
事
故
を
受

け
た
県
の
対
応
を
問
う
。

Ａ　

今
回
の
事
故
が
起
こ
っ

た
堤
防
道
路
は
、
地
域
の
生

活
道
路
と
し
て
、
県
が
道
路

管
理
者
で
あ
る
久
留
米
市
に

占
用
を
許
可
し
て
い
る
場
所

で
あ
る
。
事
故
を
受
け
、
久

留
米
市
か
ら
車
両
や
歩
行
者

の
転
落
防
止
対
策
と
し
て
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
に
つ

い
て
許
可
申
請
書
が
提
出
さ

れ
た
た
め
、
早
急
に
申
請
内

容
を
審
査
し
、
許
可
し
た
。

緑
友
会

緑
友
会

江
口  

善
明  

（久留米市）



ふくおか県議会だより
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2022年（令和４年）８月発行第44号（3）

代表質問を終えて 　　
提出された議案

可決された意見書、採択された請願

　令和４年６月定例会では議案２９件が提出さ

れ、いずれも原案のとおり可決、承認または同

意されました。

〇議員提出議案　１件
・福岡県における議会関係ハラスメントを根

絶するための条例の制定について
〇予算議案　２件

・令和4年度福岡県一般会計補正予算（第1号）
・令和4年度福岡県一般会計補正予算（第2号）
〇条例議案　９件

・福岡県税条例の一部を改正する条例の制定
について

・地方活力向上地域における福岡県税の不均
一課税に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

・福岡県議会議員及び福岡県知事の選挙にお
ける選挙運動用自動車の使用及びポスター
等の作成の公営に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

・福岡県中小企業融資制度に係る中小企業者
等の事業の再生のための措置に関する条例
の制定について

・福岡県事務処理の特例に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

・福岡県営土地改良事業分担金徴収条例の一
部を改正する条例の制定について

・福岡県建築都市関係手数料条例の一部を改
正する条例の制定について

・福岡県建築基準法施行条例の一部を改正す
る条例の制定について

・福岡県教育職員免許状関係手数料条例の一
部を改正する条例の制定について

〇専決処分したものについて報告し承認を求め
る議案　２件
・福岡県税条例等の一部を改正する条例の制

定について
・訴訟事件の和解
〇工事請負契約の締結に関する議案　14 件
〇人事に関する議案　１件

・監査委員の選任について

　

本
会
議
冒
頭
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
「
原
油
価
格
・
物
価
高

騰
等
総
合
緊
急
対
策
」
補
正
予
算
が
上
程
さ
れ
早
期
議
決
さ
れ

ま
し
た
の
で
、そ
の
考
え
を
冒
頭
で
服
部
誠
太
郎
知
事
に
た
だ

し
、し
っ
か
り
と
県
民
に
寄
り
添
っ
た
政
策
を
行
う
旨
の
回
答

を
得
ま
し
た
。

　

雇
用
問
題
で
は
、
生
涯
現
役
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー
の
機
能

強
化
で
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
に
シ
ニ
ア
人
材
が
生
き
生
き

と
活
躍
で
き
る
社
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
、
ま
た
、
よ
り
複
雑

な
形
状
や
高
精
度
の
部
品
製
造
が
可
能
な
５
軸
制
御
の
金
属
加

工
機
器
を
福
岡
高
等
技
術
専
門
校
に
導
入
し
て
即
戦
力
と
な
る

金
属
加
工
技
術
者
を
育
成
し
、
本
県
の
半
導
体
等
成
長
産
業
の

振
興
に
寄
与
し
て
い
く
と
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

大
野
城
市
で
乳
児
死
亡
案
件
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
児
童

相
談
所
の
体
制
強
化
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
を
は
じ
め
関
係
機

関
と
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
に
向
け
た
課
題
等
を
改
め
て
整
理

し
、
今
後
必
要
な
対
策
に
つ
い
て
今
年
度
中
に
取
り
ま
と
め
る

児
童
相
談
所
の
機
能
強
化
計
画
を
確
実
に
実
践
し
、
大
切
な
子

ど
も
の
命
を
守
っ
て
い
く
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

豪
雨
・
大
雨
災
害
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
先
頭
に
立

ち
、関
係
機
関
と
迅
速
・
的
確
な
連
携
を
図
り
、県
民
の
命
を
守

る
こ
と
を
最
優
先
に
対
応
す
る
と
表
明
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、農

業
に
お
け
る
豪
雨
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
水
門
の
改

修
や
電
動
化
へ
の
支
援
を
行
う
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
浸
水
被
害
を
受
け
に
く
く
な
る「
あ
ま
お
う
」の
高
設
栽
培

等
へ
の
取
り
組
み
や
排
水
ポ
ン
プ
及
び
浸
水
防
止
壁
の
設
置
を

支
援
し
て
い
る
。
加
え
て
、
浸
水
の
お
そ
れ
が
低
い
地
域
へ
の

ハ
ウ
ス
移
転
を
進
め
る
な
ど
、
農
業
経
営
へ
の
影
響
が
最
小
限

に
留
ま
る
よ
う
引
き
続
き
取
り
組
む
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

自
民
党
県
議
団

　

服
部
誠
太
郎
知
事
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

後
遺
症
に
つ
い
て
、
２
月
の
相
談
窓
口
開
設
か
ら
５
月
ま
で
に

２
４
２
９
件
の
相
談
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
１
２
６
９
件
を
医
療

機
関
へ
紹
介
し
た
こ
と
、
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
上
昇
に
よ
り
県
制

度
融
資
の
返
済
に
影
響
を
受
け
て
い
る
中
小
企
業
に
つ
い
て
、

据
置
期
間
、返
済
期
間
を
そ
れ
ぞ
れ
１
年
延
長
す
る
こ
と
と
し
、

４
月
、
５
月
の
２
カ
月
間
で
５
０
９
件
の
条
件
変
更
を
行
っ
た

こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
全
体
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
を
進
め
る
た
め
、

県
内
各
市
町
村
に
さ
ま
ざ
ま
な
指
数
や
課
題
へ
の
取
り
組
み
事

例
を
提
示
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
地
域
公
共
交
通
の
利
便
性
向

上
、
利
用
促
進
の
た
め
今
年
３
月
に
策
定
し
た
交
通
ビ
ジ
ョ
ン

の
下
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
行
う
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

低
所
得
の
高
齢
者
の
介
護
保
険
施
設
利
用
の
負
担
軽
減
の
た

め
利
用
者
負
担
軽
減
制
度
の
利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
、
燃
油
・
肥
料
高
騰
に
苦
し
む
花
き
農
家
へ
の
助
成
制
度
を

導
入
し
た
こ
と
、
併
せ
て
花
き
栽
培
の
石
油
依
存
を
減
ら
す
た

め
の
技
術
導
入
の
研
究
を
行
う
こ
と
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
の
盛
土
に
つ
い
て
危
険
な
情
報
が
あ
れ
ば
対
応
し
て
い

く
こ
と
、避
難
時
に
援
護
が
必
要
な
方
を
支
援
す
る
個
別
避
難
計

画
の
実
効
性
確
保
を
目
指
す
こ
と
、効
果
的
な
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
制
度
の
研
究
を
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
長
か
ら
、
日
本
語
指
導
が
必
要
な
外
国
人
の
子
ど
も
の

就
学
機
会
の
確
保
や
効
果
的
な
日
本
語
指
導
の
充
実
に
取
り
組

む
こ
と
が
示
さ
れ
、
ま
た
、
隣
接
す
る
早
良
高
校
と
早
良
特
別

支
援
学
校（
仮
称
）、
両
校
の
教
育
の
質
が
高
ま
る
よ
う
な
連
携

を
目
指
し
て
い
く
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

民
主
県
政
県
議
団

　

今
回
の
代
表
質
問
で
は
、
①
福
岡
コ
ロ
ナ
警
報
解
除
後
の
本

県
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
②
物
価
高
騰
に
対

す
る
本
県
の
取
り
組
み
、
③
本
県
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
の
三
点

を
服
部
誠
太
郎
知
事
の
政
治
姿
勢
と
し
て
た
だ
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
本
県
独
自
の
指
標
で
あ
る
福
岡
コ
ロ
ナ
警
報
が
解
除

さ
れ
、国
も
マ
ス
ク
着
用
の
緩
和
の
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
も
博
多
ど
ん
た
く
を
皮
切
り
に
徐
々
に
開
催

さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

　

マ
ス
ク
着
用
の
緩
和
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
県
の
広
報
媒

体
を
通
じ
て
広
報
・
啓
発
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

特
に
、
熱
中
症
の
危
険
性
が
懸
念
さ
れ
る
学
校
現
場
で
は
、
体

育
の
授
業
や
運
動
部
活
動
、
登
下
校
時
は
マ
ス
ク
を
外
す
こ
と

に
つ
い
て
の
指
導
の
徹
底
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
県
主

催
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
し
て
も
、
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
徹
底
し

た
上
で
開
催
し
て
い
く
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

物
価
高
騰
対
策
に
関
し
て
は
、
６
月
補
正
予
算
と
し
て
78
億

円
を
議
決
し
ま
し
た
。
知
事
か
ら
は
、
給
食
費
の
保
護
者
負
担

軽
減
や
肥
料
購
入
に
対
す
る
助
成
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
地
域
商

品
券
の
追
加
発
行
支
援
な
ど
の
施
策
を
実
施
す
る
旨
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
在
福
岡
ウ
ク
ラ
イ

ナ
人
を
配
置
し
た
「
福
岡
県
外
国
人
相
談
セ
ン
タ
ー
」
で
の
き

め
細
か
な
対
応
や
県
営
住
宅
の
無
償
提
供
な
ど
の
他
、
県
民
か

ら
５
月
末
時
点
で
２
９
０
０
万
円
を
超
え
る
支
援
救
援
金
を
寄

付
頂
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
豪
雨
対
策
と
し
て
の
流
域
治
水
対
策
な
ど
県
政
全

般
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

緑
友
会

可決された意見書

〇緊急事態に対応できる法令等の整備を促進す
る取組を求める意見書
〇地方財政の充実・強化を求める意見書
〇食料安全保障の強化を求める意見書
〇学校施設のＺＥＢ化のさらなる推進を求める
意見書
〇私学助成の拡充に関する意見書
採択された請願

〇私立小・中・高等学校への助成制度の拡充等
に関する請願

公
明
党

　

今
年
は
、
１
９
７
２
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
で
開
か
れ
た
「
第
一
回
国
連
人
間
環
境
会
議
」
か
ら
50
年
に

な
り
ま
す
。
同
会
議
で
日
本
が
提
言
し
、
６
月
３
日
が
国
連
環

境
デ
ー
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
世
界
は
今
、
気
候
変
動
問
題

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
国
も
県
も
市
町
村
も
、
企
業
や
一
人
ひ

と
り
の
県
民
も
、
そ
の
行
動
で
問
題
解
決
に
協
力
す
る
べ
き
で

す
。
県
有
施
設
の
脱
炭
素
化
と
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
源
対
策
、
中
小
企

業
の
省
エ
ネ
対
策
支
援
、
次
世
代
自
動
車
普
及
、
水
素
関
連
産

業
な
ど
幅
広
く
県
の
環
境
対
策
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
派
独
自
の
調
査
に
基
づ
き
、
若
者
に
魅
力
あ
る
街

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
、
県
の
人
口
を
維
持
し
、
発
展
に
つ

な
が
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
文
化
施
策
が
経
済

施
策
に
も
な
る
こ
と
を
提
唱
し
ま
し
た
。

　

性
暴
力
対
策
強
化
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
策
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

や
母
子
家
庭
の
住
宅
確
保
策
な
ど
、社
会
的
弱
者
を
守
る
視
点

で
県
施
策
の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。「
性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
・
ふ
く
お
か
」が
被
害
者
の
相
談
や
支
援
を
担
っ
て
い
ま
す

が
、直
接
支
援
に
つ
な
が
ら
な
い
方
が
大
勢
い
る
こ
と
や
セ
ン

タ
ー
の
認
知
度
が
低
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
指
摘
し
対
応
を
求

め
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
対
策
の
国
の
特
例
貸
付
金
返
済
に
困
っ

て
い
る
人
が
い
る
こ
と
か
ら
生
活
再
建
に
向
け
た
取
り
組
み
を

促
し
た
ほ
か
、旧
優
生
保
護
法
下
で
不
妊
手
術
を
受
け
さ
せ
ら
れ

た
被
害
者
の
掌
握
に
つ
い
て
も
県
の
認
識
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

増
え
続
け
る
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
の
た
め
の
特
別
支
援

学
級
に
つ
い
て
、担
当
教
諭
の
質
の
向
上
を
図
る
よ
う
提
案
し
、

研
修
や
免
許
状
の
取
得
奨
励
等
で
教
員
の
専
門
性
向
上
に
努
め

る
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。
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県
の
「
那
珂
川

修
景
護
岸
整
備

事
業
」
は
、
福

岡
市
と
ど
の
よ

う
に
連
携
し
て
進
め
る
の
か
。ま
た
、

那
珂
川
水
上
バ
ス
の
有
効
活
用
に
つ

い
て
伺
う
。

Ａ　

清
流
公
園
上
流
部
か
ら
須
崎
公

園
下
流
部
ま
で
を
整
備
す
る
同
事
業

は
現
在
、
最
下
流
の
約
５
０
０
メ
ー

ト
ル
区
間
を
、
福
岡
市
の
「
須
崎
公

園
再
整
備
事
業
」
と
調
整
を
図
り
な

が
ら
進
め
て
い
る
。
今
後
も
同
市
と

緊
密
に
連
携
し
護
岸
を
整
備
す
る
。

ま
た
、
水
上
交
通
は
地
域
活
性
化
に

大
き
く
寄
与
す
る
た
め
、
民
間
企
業

等
が
参
加
す
る
「
那
珂
川
水
上
交
通

活
性
化
推
進
協
議
会
」
で
有
効
活
用

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
て
い
く
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
教
育
活
動

を
充
実
さ
せ
る

べ
き
で
あ
る
。

県
教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
問
う
。

Ａ　

先
端
技
術
が
生
活
に
浸
透
し
、

劇
的
に
変
化
す
る
社
会
を
見
据
え
、

こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
は
、
情
報
モ

ラ
ル
や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
を
含
む
情
報
活

用
能
力
の
育
成
が
求
め
ら
れ
る
。
県

教
育
委
員
会
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に

よ
る「
学
び
の
個
別
最
適
化
の
実
現
」

や
「
確
か
な
学
力
の
育
成
の
た
め
の

効
果
的
活
用
」
な
ど
を
研
究
テ
ー
マ

と
し
て
県
内
７
地
域
を
指
定
し
、
小

中
学
校
に
お
け
る
効
果
的
な
教
育
モ

デ
ル
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

ワ
ン
ヘ
ル
ス
の

普
及
啓
発
へ
、

北
九
州
市
の

「
環
境
首
都
検

定
」
の
よ
う
な
検
定
を
実
施
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

Ａ　

検
定
制
度
は
県
民
が
楽
し
く
学

び
、理
解
を
深
め
る
機
会
を
増
や
し
、

特
に
「
環
境
首
都
検
定
」
は
若
い
世

代
へ
の
教
育
的
観
点
か
ら
も
意
義
深

い
。
一
方
で
、「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
検
定
」

を
導
入
す
る
に
は
、
環
境
問
題
の
よ

う
に
多
く
の
人
に
認
知
さ
れ
る
こ
と

が
必
要
。
ま
た
、
合
格
者
に
ど
う
活

躍
し
て
も
ら
う
か
、
受
検
料
徴
収
を

ど
う
す
る
か
な
ど
の
検
討
課
題
も
あ

る
。
ま
ず
は
、
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
認
知

率
向
上
に
努
め
る
。
検
定
導
入
は
今

後
、
検
討
し
て
い
く
。「福

岡
県
だ
よ

り
」
を
若
年
層

に
訴
求
さ
せ
る

た
め
、
ど
う
見

直
す
の
か
。

Ａ　

若
者
も
興
味
を
持
っ
て
見
る
紙

面
に
す
る
た
め
、
県
庁
各
部
の
若
手

職
員
や
自
治
体
広
報
に
精
通
し
た
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
で
構
成
す
る
広
報
改
善

会
議
を
立
ち
上
げ
、
柔
軟
な
発
想
を

反
映
さ
せ
た
い
。
県
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
活
用
し
、
本

県
出
身
人
気
タ
レ
ン
ト
が
福
岡
県
だ

よ
り
の
内
容
を
面
白
く
紹
介
す
る
動

画
を
配
信
す
る
。
福
岡
県
だ
よ
り
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
し
、
県
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
配
信

す
る
。
現
在
、準
備
を
進
め
て
お
り
、

７
月
か
ら
順
次
実
施
予
定
で
あ
る
。

ひ
き
こ
も
り
支

援
に
関
し
て
民

間
支
援
団
体
と

の
連
携
に
つ
い

て
問
う
。

Ａ　

就
労
支
援
や
居
場
所
の
提
供
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
を
実
施
す
る

民
間
支
援
団
体
と
の
連
携
は
重
要
で

あ
る
。
県
で
は
、
38
の
団
体
を
把
握

し
て
お
り
、
所
在
地
や
活
動
内
容
を

ま
と
め
た
「
福
岡
県
ひ
き
こ
も
り
支

援
社
会
資
源
情
報
」
を
作
成
し
、
関

係
者
間
で
共
有
し
て
い
る
。
県
の
支

援
セ
ン
タ
ー
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
で
、
こ
れ
ら
の
団
体
の
支
援
も
紹

介
し
て
い
る
。
今
後
は
、県
主
催「
ひ

き
こ
も
り
支
援
者
研
修
会
」
を
活
用

し
、
支
援
事
例
の
共
有
や
意
見
交
換

な
ど
を
行
い
、
連
携
を
進
め
る
。

運
動
部
活
動
改

革
に
取
り
組
む

教
育
長
の
決
意

を
問
う
。

Ａ　

少
子
化
の
進
行
で
、
地
域
に
よ

っ
て
は
学
校
単
位
の
み
で
の
運
動
部

活
動
が
困
難
に
な
る
こ
と
や
、
生
徒

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
活
動
機

会
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、運
動
部
活
動
改
革
を
実
現
さ
せ
、

子
ど
も
た
ち
の
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
環

境
を
創
り
出
す
必
要
が
あ
る
。
学
校

教
育
と
し
て
実
施
し
て
き
た
運
動
部

活
動
の
実
績
を
踏
ま
え
、
県
ス
ポ
ー

ツ
局
と
と
も
に
市
町
村
教
育
委
員
会

や
関
係
団
体
と
協
議
を
重
ね
、
地
域

移
行
後
も
教
育
的
意
義
を
持
っ
た
ス

ポ
ー
ツ
活
動
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
取

り
組
む
。

幼
稚
園
や
保
育

園
の
園
長
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症

に
関
連
し
た
マ
ス
ク
着
用
の
判
断
を

求
め
る
の
は
非
常
に
難
し
い
と
考
え

る
。
未
就
学
児
の
着
用
に
関
す
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
で
き
な
い
か
。

Ａ　

国
が
今
回
示
し
た
マ
ス
ク
着
用

の
考
え
方
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
特

性
や
熱
中
症
の
リ
ス
ク
等
に
係
る
科

学
的
な
根
拠
に
基
づ
く
専
門
家
の
提

言
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。今
後
、

こ
の
考
え
方
に
対
す
る
理
解
が
進
む

よ
う
国
の
通
知
や
Ｑ
＆
Ａ
か
ら
、
未

就
学
児
に
関
わ
る
部
分
を
抽
出
し
て

分
か
り
や
す
く
取
り
ま
と
め
、
改
め

て
幼
稚
園
や
保
育
園
に
提
供
し
て
い

き
た
い
。

新
県
立
美
術
館

に
お
け
る
福
岡

県
ゆ
か
り
の
芸

術
家
の
紹
介
に

つ
い
て
。

Ａ　

本
県
ゆ
か
り
の
芸
術
家
に
は
、

坂
本
繁
二
郎
な
ど
美
術
史
に
名
を
残

し
た
方
々
の
ほ
か
、
人
間
国
宝
で
あ

る
小
石
原
焼
の
福
島
善
三
さ
ん
や
サ

グ
ラ
ダ
フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
の
彫
刻
家

と
し
て
有
名
な
外
尾
悦
郎
さ
ん
な

ど
、
今
も
国
内
外
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
々
が
多
く
い
る
。「
新
福
岡
県

立
美
術
館
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、

本
県
ゆ
か
り
の
芸
術
家
や
作
品
の
魅

力
が
広
く
伝
わ
る
よ
う
、
作
品
や
資

料
な
ど
を
体
系
的
に
整
理
し
て
紹
介

し
、
よ
り
深
く
理
解
し
な
が
ら
鑑
賞

で
き
る
工
夫
を
凝
ら
し
た
展
示
を
行

い
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
、
加

速
す
る
円
安
や

原
油
高
騰
等
の

影
響
は
大
き

く
、
県
民
の
消
費
購
買
力
の
底
上
げ

の
た
め
、
賃
金
の
引
き
上
げ
は
不
可

欠
で
あ
る
。
こ
う
し
た
流
れ
に
、
県

内
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が

つ
い
て
い
け
る
よ
う
国
と
も
連
携

し
、
県
内
企
業
の
「
業
務
改
善
助
成

金
」
の
活
用
促
進
を
図
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

Ａ　

県
内
企
業
が
こ
の
助
成
金
を
最

大
限
活
用
で
き
る
よ
う
、
無
料
の
個

別
相
談
会
を
実
施
し
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
等
で
の

情
報
発
信
で
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
県
内
企
業
に
お
け
る
業
務
改

善
助
成
金
の
活
用
促
進
を
図
っ
て
い

く
。

県
営
都
市
公
園

の
利
用
促
進
と

イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
遊
具
の
整
備

に
関
し
て
問
う
。

Ａ　

県
営
筑
後
広
域
公
園
で
は
、
人

工
芝
の
球
技
場
整
備
な
ど
で
新
た
な

利
用
者
を
生
み
出
し
た
。
天
神
中
央

公
園
や
大
濠
公
園
で
は
、
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

︱
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
の
活
用
で
飲
食
施
設

を
導
入
し
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
お

り
、
西
公
園
で
も
民
間
活
力
導
入
を

積
極
的
に
検
討
す
る
。
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
遊
具
整
備
は
、
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
が
外
で
安
心
し
て
楽
し

む
機
会
を
増
や
す
こ
と
か
ら
、
先
進

事
例
を
情
報
収
集
し
、
保
護
者
な
ど

か
ら
意
見
を
聞
き
、
県
営
都
市
公
園

へ
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

電
力
な
ど
の
価

格
高
騰
に
伴

い
、
厳
し
い
経

営
環
境
に
あ
る

中
小
企
業
に
対
す
る
県
の
対
応
を
問

う
。

Ａ　

低
利
の
県
制
度
融
資
に
よ
る
資

金
繰
り
支
援
の
ほ
か
、
省
エ
ネ
診
断

で
効
果
が
期
待
で
き
る
設
備
や
機
器

の
導
入
等
へ
の
支
援
も
行
う
。
経
営

革
新
計
画
に
取
り
組
む
中
小
企
業
の

経
費
削
減
に
つ
い
て
も
支
援
し
て
い

く
。
県
は
こ
れ
ま
で
、
県
議
会
と
と

も
に
、
国
に
対
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

安
価
で
安
定
的
な
供
給
を
要
望
し
て

お
り
、
５
月
に
は
、
全
国
知
事
会
を

通
じ
て
、
抜
本
的
な
対
策
の
検
討
も

提
言
し
た
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
捉
え
、
国
に
対
し
て
要
望
し
て

い
く
。

農
業
競
争
力
強

化
支
援
法
に
は

「
都
道
府
県
が

有
す
る
種
苗
の

生
産
に
関
す
る
知
見
の
民
間
事
業
者

へ
の
提
供
を
促
進
す
る
こ
と
」
と
あ

る
。
県
は
ど
ん
な
相
手
に
ど
ん
な
理

由
で
提
供
し
た
か
。

Ａ　

本
県
で
は
、
試
験
研
究
を
目
的

と
す
る
場
合
、
県
が
育
成
し
た
品
種

の
種
子
や
種
苗
を
、
国
や
都
道
府
県

に
加
え
、
大
学
や
民
間
企
業
に
も
提

供
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
国
や

他
県
が
水
稲
や
麦
な
ど
の
新
品
種
を

開
発
す
る
場
合
や
、
大
学
や
企
業
が

Ｄ
Ｎ
Ａ
に
よ
る
品
種
識
別
と
い
っ
た

試
験
研
究
を
行
う
場
合
に
、
本
県
が

育
成
し
た
水
稲
や
イ
チ
ゴ
な
ど
の
種

苗
等
を
提
供
し
て
い
る
。

保
育
士
の
労
働

環
境
を
改
善
す

る
に
は
、
１
人

が
見
る
子
ど
も

の
数
を
減
ら
す
こ
と
が
一
番
有
効
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
県
が
、
国

の
法
令
改
正
を
促
し
て
配
置
基
準
を

改
善
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
知
事
の
見
解
を
問
う
。

樋口 　明
（福岡市南区）

民
主
県
政
県
議
団

松尾 嘉三
（春日市）

川端 耕一
（北九州市門司区）

吉村 　悠
（北九州市小倉南区）

浦 伊三夫
（糸島市）

渡辺 勝将
（那珂川市）

江頭 祥一
（嘉麻市）

香原 勝司
（直方市）

原竹 岩海
（筑紫野市）

渡辺 美穂
（太宰府市）

笠　 和彦
（福岡市中央区）

髙橋 義彦
（飯塚市・嘉穂郡）

花田 尚彦
（宮若市・鞍手郡）

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、一
般
質
問
の
一
部
を

　
抜
粋
し
た
も
の
で
、６
月
定
例
会
時
点
で
の
内
容
で
す
。

自
民
党
県
議
団
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Ａ　

保
育
所
で
は
、
人
材
の
確
保
と

保
育
士
の
業
務
負
担
軽
減
が
大
き
な

課
題
。
保
育
の
質
に
関
わ
る
配
置
基

準
の
改
善
は
国
の
責
任
で
進
め
る
べ

き
も
の
と
考
え
、県
議
会
と
と
も
に
、

国
に
対
し
最
重
点
項
目
と
し
て
要
望

し
て
き
た
。
全
国
知
事
会
で
も
同
様

の
要
望
を
行
っ
て
お
り
、
早
期
の
基

準
改
善
に
向
け
て
引
き
続
き
要
望
し

て
い
く
。

防
災
情
報
を
効

果
的
に
配
信
す

る
た
め
、
発
信

方
法
を
ど
う
見

直
す
か
。

Ａ　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
に

よ
り
、
現
在
地
の
危
険
度
や
避
難
所

の
情
報
を
表
示
す
る
機
能
な
ど
を
備

え
た
新
た
な
防
災
情
報
提
供
ツ
ー
ル

「
ふ
く
お
か
防
災
ナ
ビ
・
ま
も
る
く

ん
」
を
導
入
す
る
。
12
月
の
運
用
開

始
を
目
指
し
て
い
る
。
開
始
に
あ
た

っ
て
は
「
防
災
メ
ー
ル
・
ま
も
る
く

ん
」
の
利
用
者
に
メ
ー
ル
で
ア
プ
リ

移
行
を
促
す
。
報
道
機
関
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
販
売
店
と
連
携
し
た
Ｐ
Ｒ

活
動
や
、
高
齢
者
に
操
作
を
教
え
る

指
導
者
の
養
成
な
ど
「
登
録
促
進
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
す
る
。

県
立
学
校
に
お

け
る
長
時
間
労

働
に
つ
い
て
、

現
状
と
対
策
を

尋
ね
る
。

Ａ　

昨
年
度
、
超
過
勤
務
が
年

３
６
０
時
間
を
超
え
た
教
職
員
は

３
３
３
８
人
で
全
体
の
約
48
％
、
月

80
時
間
超
は
月
平
均
で
３
９
２
人
、

年
間
で
延
べ
４
７
０
４
人
。
業
務
の

効
率
化
や
部
活
動
の
負
担
軽
減
等
に

よ
り
、
月
80
時
間
を
超
え
た
教
職
員

は
令
和
元
年
度
と
比
べ
約
４
割
減
少

す
る
な
ど
一
定
の
改
善
は
図
ら
れ
て

い
る
。
本
年
度
か
ら
、
月
80
時
間
を

超
え
る
教
職
員
に
つ
い
て
は
、毎
月
、

管
理
職
が
原
因
を
分
析
・
把
握
し
、

改
善
策
を
職
員
本
人
と
協
議
し
た
上

で
報
告
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

５
０
０
万
県
民

が
必
要
と
す
る

食
料
の
確
保
に

向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
見
解
を
問
う
。

Ａ　

収
益
性
の
高
い
農
林
漁
業
経
営

の
確
立
と
持
続
性
の
両
立
を
目
指

し
、
今
年
３
月
に
「
福
岡
県
農
林
水

産
振
興
基
本
計
画
」
を
策
定
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
多
様
な
消
費
者
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
、
生
産
力
を
強
化
す

る
た
め
、
優
良
品
種
の
導
入
や
先
進

的
な
施
設
・
機
械
の
導
入
、
農
業
の

Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
、
高
品
質
・
高
収
量
・

省
力
化
を
実
現
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
併
せ
て
、
中
山
間
地
域
の
特
性

に
合
っ
た
収
益
性
の
高
い
作
物
の
導

入
な
ど
地
域
の
活
力
向
上
に
も
取
り

組
む
。

久
留
米
市
田
主

丸
町
の
盛
土
に

対
し
、
住
民
の

不
安
が
高
ま
っ

て
い
る
。
県
の
対
応
を
問
う
。

Ａ　

昨
年
５
月
に
地
元
か
ら
通
報
が

あ
り
、
県
で
は
随
時
、
現
地
確
認
を

し
て
い
る
。
静
岡
県
熱
海
市
の
土
石

流
災
害
を
受
け
た
盛
土
総
点
検
で

は
、
直
ち
に
大
規
模
災
害
に
つ
な
が

る
状
況
で
は
な
い
と
判
断
し
た
が
、

盛
土
の
勾
配
や
高
さ
に
是
正
が
必
要

な
箇
所
が
あ
り
、
行
為
者
を
指
導
し

た
。
現
在
、
土
砂
の
撤
去
が
行
わ
れ

て
お
り
、
是
正
さ
れ
る
ま
で
指
導
を

徹
底
す
る
。
新
た
に
是
正
措
置
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
行

為
者
な
ど
に
防
災
対
策
の
指
導
を
行

う
。

本
県
の
行
政
手

続
き
オ
ン
ラ
イ

ン
化
の
取
り
組

み
と
進
捗
に
つ

い
て
問
う
。

Ａ　

オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
、
昨
年
度
か

ら
企
画
・
地
域
振
興
部
で
取
り
ま
と

め
集
中
的
に
進
め
た
結
果
、
全
部
局

の
手
続
き
約
８
４
０
０
の
う
ち
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
可
能
な
も
の
は
、
一

昨
年
度
末
の
約
２
６
０
か
ら
今
年

５
月
末
現
在
で
約
４
４
０
０
に
拡

大
。
さ
ら
に
、
約
６
０
０
を
本
年
度

中
に
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る
。
残
る
約

３
４
０
０
は
法
令
等
で
対
面
で
の
や

り
取
り
を
必
要
と
し
て
い
る
が
、
県

の
条
例
・
規
制
で
定
め
の
あ
る
手
続

き
は
、
規
制
の
見
直
し
を
検
討
し
、

順
次
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
目
指
す
。

大
牟
田
市
の
市

街
地
再
開
発
事

業
の
再
構
築
に

対
す
る
県
の
取

り
組
み
と
今
後
の
支
援
に
つ
い
て
問

う
。

Ａ　

事
業
化
前
の
検
討
の
際
で
も

補
助
が
受
け
ら
れ
る
国
の
制
度
「
都

市
再
開
発
支
援
事
業
」
に
、
大
牟
田

市
の
市
街
地
再
開
発
事
業
の
再
構

築
が
採
択
さ
れ
る
よ
う
、
県
も
助

言
・
調
整
な
ど
で
支
援
し
、
令
和
元

年
度
に
事
業
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
制

度
を
活
用
し
、
同
市
は
新
た
な
事
業

参
画
者
の
確
保
に
向
け
、
事
業
計
画

の
見
直
し
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
後
も
同
市
が
国
の
支
援
制
度

を
活
用
で
き
る
よ
う
、
国
と
の
協
議

に
県
も
積
極
的
に
参
画
し
、
支
援
し

て
い
く
。

第
１
次
県
自
転

車
活
用
推
進
計

画
で
の
サ
イ
ク

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

促
進
の
成
果
と
第
２
次
計
画
で
の
取

り
組
み
を
尋
ね
る
。

Ａ　

第
１
次
計
画
で
は
、
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
新
た
な
体
験
型
観
光

と
位
置
づ
け
、「
直
方
・
宗
像
・
志

賀
島
ル
ー
ト
」
な
ど
10
の
広
域
ル
ー

ト
を
設
定
し
た
。
ま
た
、
サ
イ
ク
ル

ス
タ
ン
ド
を
備
え
た
飲
食
店
な
ど
を

「
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し

て
３
２
０
カ
所
認
定
す
る
な
ど
、
サ

イ
ク
リ
ス
ト
の
受
け
入
れ
環
境
も
整

備
し
た
。
本
年
度
か
ら
の
第
２
次
計

画
で
は
、
国
内
外
か
ら
サ
イ
ク
リ
ス

ト
を
呼
び
込
む
た
め
の
旅
行
商
品
造

成
に
取
り
組
む
。

俳
句
短
歌
の
教

育
的
価
値
と
学

校
教
育
に
お
け

る
取
り
扱
い
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

俳
句
短
歌
に
は
、
言
葉
の
も
つ

価
値
へ
の
認
識
を
深
め
言
語
感
覚
を

磨
く
と
と
も
に
、
時
代
的
背
景
な
ど

を
学
び
、
地
域
社
会
の
歴
史
や
文
化

へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
い
う
教
育
的
価
値
が
あ
る
。
現

在
、
小
・
中
・
高
等
学
校
で
は
、
国

語
科
で
俳
句
短
歌
の
も
つ
言
葉
の
響

き
や
リ
ズ
ム
に
親
し
ん
だ
り
、
創
作

し
た
り
す
る
授
業
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、「
梅
花
の
宴
」
の
模
擬
体
験
や
、

生
徒
が
創
作
し
た
俳
句
短
歌
の
優
秀

作
品
を
表
彰
す
る
取
り
組
み
な
ど
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。

国
の
「
こ
ど
も

み
ら
い
住
宅
支

援
事
業
」
に
対

す
る
県
の
関
わ

り
を
尋
ね
る
。

Ａ　

同
事
業
は
、
子
育
て
世
帯
や
若

者
夫
婦
世
帯
な
ど
が
、
高
い
省
エ
ネ

性
能
を
有
す
る
新
築
住
宅
の
取
得
や

省
エ
ネ
改
修
等
を
行
う
際
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
工
事
費
の
一
部
を

国
が
直
接
補
助
す
る
事
業
。
事
前
に

登
録
し
た
事
業
者
が
国
に
申
請
し
て

補
助
を
受
け
、
消
費
者
に
還
元
す
る

仕
組
み
で
あ
る
た
め
、
県
で
は
、
事

業
者
対
象
の
省
エ
ネ
セ
ミ
ナ
ー
で
制

度
を
紹
介
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、

事
業
者
向
け
の
講
習
会
で
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
も
周
知
を
図
る
。「

早
期
の
文
理

分
断
か
ら
の
脱

却
に
向
け
て
、

文
理
横
断
的
な

教
育
を
進
め
る
」
と
い
う
教
育
未
来

創
造
会
議
の
提
言
に
つ
い
て
、
教
育

長
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ　

提
言
は
、
予
測
不
可
能
な
社
会

に
お
い
て
、
新
た
な
価
値
や
ビ
ジ
ョ

ン
を
創
造
し
、
社
会
課
題
の
解
決
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
文
理

の
壁
を
超
え
た
普
遍
的
知
識
・
能
力

を
備
え
た
人
材
育
成
の
在
り
方
を

示
し
た
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。
今

後
、
新
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
、

大
学
入
学
者
選
抜
の
動
向
に
応
じ

て
、
高
校
で
も
文
理
横
断
的
な
学
習

を
意
識
し
た
教
育
課
程
を
編
成
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

ひ
き
こ
も
り
支

援
に
は
複
数
年

の
推
進
計
画
が

必
要
で
あ
る
。

知
事
の
見
解
を
問
う
。

Ａ　

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
特
化
し
た

複
数
年
計
画
は
策
定
し
て
い
な
い

が
、
令
和
４
年
度
か
ら
６
年
度
ま
で

を
計
画
期
間
と
す
る
「
福
岡
県
地
域

福
祉
支
援
計
画
」
で
は
「
ひ
き
こ
も

り
対
策
の
推
進
」
を
一
つ
の
柱
と
し

て
位
置
付
け
て
い
る
。
支
援
機
関
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
ひ
き
こ

も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
な
ど
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
計
画

に
従
い
、
具
体
的
な
事
業
の
計
画
、

進
捗
管
理
や
評
価
、
課
題
の
抽
出
、

事
業
の
見
直
し
等
を
行
い
な
が
ら
支

援
の
充
実
に
取
り
組
む
。

会
派
で
行
っ
た

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る

痴
漢
・
盗
撮
ア

ン
ケ
ー
ト
で
、

深
刻
な
被
害
実
態
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
特
に
10
代
の
被
害
が
多
い
こ
と

か
ら
、
県
と
県
警
・
学
校
が
連
携
し
、

犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
取
り
組
み
を
強

化
す
る
こ
と
が
必
要
。見
解
を
問
う
。

Ａ　

県
警
察
と
し
て
は
防
犯
ア
プ
リ

の
活
用
、
鉄
道
事
業
者
と
の
連
携
、

受
験
シ
ー
ズ
ン
の
対
策
強
化
を
引
き

続
き
行
う
。
教
育
長
と
し
て
は
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
全
校
配
置
な

ど
相
談
体
制
の
整
備
・
充
実
に
加
え
、

電
話
、
メ
ー
ル
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
に

よ
る
相
談
窓
口
の
周
知
を
図
る
。
知

事
と
し
て
は
加
害
者
対
策
に
一
層
取

り
組
む
。

公
明
党

壹岐 和郎
（北九州市小倉北区）

緑
友
会

日
本
共
産
党

佐々木 允
（田川市）

中村 香月
（久留米市）

冨永 芳行
（糟屋郡）

永川 俊彦
（大牟田市）

堀　 大助
（行橋市）

西尾 耕治
（糟屋郡）

松下 正治
（北九州市八幡西区）

山本 耕一
（北九州市若松区）

中嶋 玲子
（朝倉市・朝倉郡）

栗原 悠次
（八女市・八女郡）

立川 由美
（福岡市東区）
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令和４年度６月補正予算の概要
　速やかな実施と早急な対応が必要なコロナ禍における原油価格・物価高騰等総合緊急対策と新型コロナウイルス
感染症対策につきましては、開会日（６月３日）に関係常任委員会による議案審査が行われ、同日、本会議で原案
どおり可決しました。また、地域活性化についても閉会日（６月21日）に原案どおり可決しました。

コロナ禍における原油価格・物価高騰等総合緊急対策

 事業継続の支援

新規
○肥料の購入経費を支援 ………………………………22億3,270万円
◦肥料価格高騰の影響を受ける農業者を支援するため、肥料代を助成
　［対象品目］麦、野菜、果樹、花き、茶
　［対象経費］令和４年６月から令和５年３月までに購入・使用した肥

料代
　［補 助 額］肥料代の上昇分（今年度と前年度の肥料代の差額）の１/２
○小規模事業者の売上増の取り組みを支援……………３億2,527万円
◦新商品開発や販路開拓などに取り組む小規模事業者に対し、国の持
続化補助金の補助率をかさ上げし、事業者負担を１/４に軽減
○地域商品券の追加発行により地域の消費需要を喚起

………６億4,280万円
◦物価高騰対策として、プレミアム付き地域商品券の発行規模を拡大
　［発 行 規 模］294億円→371億円
　［プレミアム率］20％以上
◦【新】キャッシュレス商品券の普及を図るため、消費者向け動画の制

作等を支援
○修学旅行の誘致により観光事業者を支援…………………1,165万円
◦本県を行程に組み込んだ修学旅行を実施する県内外の学校に対しバ
ス代の⼀部を助成
新規
○消費者や取引先からのカスタマーハラスメント対策を支援

………354万円
◦物価高騰に伴い増加が懸念されるカスタマーハラスメントに対応す
るため、中小・小規模事業者を対象としたオンラインセミナーを開催

 危機に強い経済構造の実現

◆中小企業の生産性向上
新規
○経営革新計画に取り組む中小企業を支援 …………11億7,055万円
◦計画を達成するため、省エネ機器の導入などの経費削減の取り組み
を支援
◦新たに計画を策定する中小企業に対し、新サービス提供などの売上
増加のための取り組みを支援
○中小企業の新製品開発等の取り組みを支援…………２億4,272万円
◦新たな生産方式の導入や新製品の開発などに挑戦する中小企業に
対し、国のものづくり補助金の補助率をかさ上げし、事業者負担を
１/４に軽減
新規
○中小企業の製品開発を支援……………………………１億5,741万円
◦工業技術センターに燃焼性評価システムなどの機器を導入し、中小
企業の低コスト化製品の開発を支援
新規
○半導体等の成長分野を支える人材を育成……………１億1,770万円
◦県立福岡高等技術専門校に先端金属加工技術者を育成するための最
新機器を整備
◆農林水産物の供給体制の強化
新規
○小麦の安定供給体制を強化……………………………３億1,557万円
◦県産小麦の生産拡大と生産性向上を図るため、土壌診断の実施やド
ローン農薬散布、団地化、スマート農業機械の導入を支援
新規
○米粉の利用を拡大……………………………………………5,780万円
◦県内食品事業者等による県産米粉を使用した新商品の開発、販売を支援

○自給飼料の生産を拡大…………………………………１億1,465万円
◦家畜飼料となる牧草類やトウモロコシの輸入価格高騰を受け、自給
飼料の生産拡大による飼料の安定確保のため、畜産農家の機械導入
経費を支援
新規
○木材の生産力を強化………………………………………４億672万円
◦輸入木材の減少が見込まれる中、県産木材の生産力を強化するため、
森林組合や製材事業者に対し、大型機械等の導入経費を支援
新規
○施設園芸の省エネ化を推進……………………………２億9,714万円
◦加温栽培を行うハウス農家に対し、炭酸ガス局所供給システムなど
の新たな省エネ機械・資材の導入経費を支援
○漁船の省エネ化を推進………………………………………2,503万円
◦船底清掃による漁船の燃費向上に必要な船体巻揚施設の整備を支援
新規
○農林水産物の販売・消費を拡大 ……………………………3,026万円
◦外食需要の回復に合わせ、県産食材を活用した「福岡フェア」を開催
　［開催場所］首都圏、関西圏、香港等

 物価高騰等に直面する生活困窮者等への支援

◆生活困窮者の支援
○生活福祉資金特例貸付の申請期間を延長……………１億9,951万円
　［緊急小口資金］貸付上限20万円、無利子
　［総合支援資金］貸付上限60万円（３カ月分）、無利子
　［申 請 期 間］令和４年６月末を令和４年８月末まで延長
新規
○生活困窮者の自立支援を強化…………………………………500万円
◦子ども食堂やフードバンク等と連携し、自立相談支援事務所におけ
る食料支援などの取り組みを強化
新規
○フードバンク団体の活動を支援………………………………550万円
◦他のフードバンク団体へ配分する食品の保管倉庫の確保や食品回収
ボックスの設置などの取り組みを支援
◆子育て世帯の支援
○低所得の子育て世帯に特別給付金を支給……………６億5,025万円
　［給 付 額］児童１人当たり５万円
　［対象児童数］約１万３千人（県所管の町村部のひとり親世帯分）
新規
○材料費高騰に伴う給食費の保護者負担を軽減………８億5,170万円
　［対 象］（県立）中学校、定時制高等学校、特別支援学校
　　　　　（私立）小中学校、幼稚園、保育所等
　［軽減額］今年度と前年度の材料費の差額
新規
○私立高等学校等における家計急変世帯の授業料負担を軽減

………1,615万円
　［対 象］家計急変により今年の年収見込みが約590万円未満

となる世帯
　［軽減上限額］生徒１人当たり年額11万8,800円（月額9,900円）
◆相談体制の強化、居場所の確保
○困難を抱える女性への支援を強化……………………………465万円
◦【新】経済的困窮や孤独・孤立など支援が必要な女性に対し、公認心

理師等による出張専門相談等を実施
新規
○居場所づくりによる孤独・孤立対策を実施 …………………431万円
◦NPO等と連携し、孤独・孤立に悩む方々を対象とした居場所づく
りのため、ストレッチセミナーや食事会を開催

新型コロナウイルス感染症対策
◆第６波における検査数や新規陽性者数を踏まえ、感染対策経費を増額
○PCR検査、医療費支援等を実施………………………22億2,283万円
◦PCR等検査の実施
◦PCR検査の自己負担分を支援
◦患者医療費の自己負担分を支援
○宿泊療養施設を確保 …………………………………12億3,762万円
◦引き続き、宿泊療養施設を確保（12施設、2,468室）
○自宅療養者に対する健康観察を実施…………………６億5,462万円
◦保健所が行う自宅療養者の健康観察を迅速に行えるよう看護師等を
増員

地　域　活　性　化
新規
○福岡国際マラソン2022を開催……………………………4,700万円
◦主催者として参画し、SDGｓ（持続可能な開発目標）の視点を踏まえ
た新たな歴史を刻む大会として開催
新規
○福岡・大分デスティネーションキャンペーンの開催に向けた準備

………4,904万円
◦令和６年春の開催に向け実行委員会を設立し、全国宣伝販売促進会
議等の事前プロモーションを実施

予算関連の詳細につきましては、
県ホームページをご参照下さい。
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６
月
定
例
会
は
、
６
月
３
日
に
招
集
さ
れ
、
６
月
21

日
ま
で
19
日
間
の
会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
、
国
の
総
合
緊
急
対
策
を
最
大
限
活

用
し
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等

総
合
緊
急
対
策
」
に
取
り
組
む
ほ
か
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
」、「
地
域
活
性
化
」
に
必
要
な
経

費
の
令
和
４
年
度
補
正
予
算
議
案
２
件
、
条
例
議
案
９

件
、
専
決
処
分
し
た
も
の
に
つ
い
て
報
告
し
承
認
を
求

め
る
議
案
２
件
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
関
す
る
議

案
14
件
、
人
事
に
関
す
る
議
案
１
件
、
計
28
件
の
議
案

が
知
事
よ
り
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
提
出
議

案
と
し
て
、「
福
岡
県
に
お
け
る
議
会
関
係
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
根
絶
す
る
た
め
の
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
１
件

を
提
出
し
ま
し
た
。

　

審
議
に
あ
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
、
物
価
高
騰
対
策
、
福
祉
労
働
問
題
、
豪
雨
・

大
雨
へ
の
対
応
、
教
育
問
題
な
ど
県
政
全
般
に
わ
た
り

活
発
な
論
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
提
出
さ
れ
た
議
案
29
件
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
ま
た
は
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
閉
会
日
、
議
場
に
お
い
て
一
連
の
採
決
が
終

了
し
た
後
、
議
長

辞
職
の
件
が
日
程

に
追
加
さ
れ
、
秋

田
章
二
議
長
の
辞

職
が
許
可
さ
れ
ま

し
た
。
引
き
続
き

議
長
の
選
挙
が
行

わ
れ
、
新
し
い
議

長
に
桐
明
和
久
議

員
（
自
民
党
県
議

団
）
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。（
１
面

に
新
し
い
議
長
の

紹
介
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。）

定
例
会
の
概
要

令
和
四
年
六
月

トピックス

　４月19日に発生した旦過市場（北九州市）の火災による被害状況につい
て、秋田章二議長は４月20日、服部誠太郎知事とともに現場を視察しました。
　現地では、地元選出議員や市長が同席され、地域の皆さまからの声を
お伺いし、火災による被害状況を視察しました。
　福岡県では、北九州中
小企業振興事務所に「旦
過市場火災に伴う相談
窓口」を４月20日から設
置したほか、小倉中央商
業連合会による復興支援
クラウドファンディング

（募集期間４月26日～５
月31日）への広報協力な
どを行っております。

旦過市場の火災による被害状況視察

　７月11日、セルギー・コルスンスキー駐日ウクライナ特命全権大使が、
ウクライナ支援の取り組みに対する謝意を伝えるため、県議会を訪問さ
れ、桐明和久議長、仁戸田元氣副議長をはじめ、会派代表者、福岡県国
際交流推進議員連盟（会長：樋口明議員）の役員がお迎えしました。
　桐明議長は、「福岡県議会では、ロシア政府に対し、強く非難し、抗
議の意を表明するため、３月１日の本会議で『ロシア軍のウクライナ侵
攻に強く抗議し、恒久平和を求める決議案』を主要４会派連名で提出し、
可決しました。また、ウクライナ国民、特に戦争の最大の被害者である
子どもたちの支援にお役に
立ちたく、全議員から寄せ
られた100万円を寄付しま
した。１日も早く子どもた
ちが安全に学び、育つこと
ができる平和な日常が戻る
ことを願っています」と挨
拶しました。

駐日ウクライナ大使による県議会表敬

　５月29日、県と篠栗町、そして須恵町との共催により、災害時の連携
強化および防災技術の向上ならびに県民の防災意識の高揚を図ることを
目的に、「令和４年度福岡県総合防災訓練」が実施され、秋田章二議長、
仁戸田元氣副議長をはじめ、総務企画地域振興委員会の井上博行委員長
や多くの県議会議員が参加しました。
　今年の訓練は、平成28年熊本地震や、平成29年九州北部豪雨以降５年
連続６度目の豪雨に見舞われた経
験を踏まえ、複数の市町村が同時
に被災したと想定し、篠栗町およ
び須恵町の２会場で、同時に訓練
が実施され、県、篠栗町、須恵町、
消防本部、消防団、警察、自衛隊、
医療機関などの約1,100名が参加
しました。

県総合防災訓練

　６月16日、李熙燮（イ・ヒソプ）駐福岡大韓民国総領事が、離任の挨
拶のため県議会を訪問され、秋田章二議長、仁戸田元氣副議長をはじめ、
福岡県日韓友好議員連盟（会長：原口剣生議員）の役員がお迎えしました。
　秋田議長は、「韓国にお帰りになりましても、福岡県を忘れずに、
また交流のためにご尽力を頂きたい。福岡県では11月にアジア獣医
師 会連合（FAVA）大会が
予定されております。福岡
県が要望しているFAVA
日本事務所の福岡誘致につ
きましても李総領事のご尽
力を賜りますようお願い申
し上げます」と挨拶しまし
た。

韓国総領事による県議会表敬

　６月16日、マイケル・ニューマン豪州ニューサウスウェールズ州政府
駐日代表が、着任の挨拶のため県議会を訪問され、秋田章二議長、仁戸
田元氣副議長をはじめ、福岡県国際交流推進議員連盟（会長：樋口明議
員）の役員がお迎えしました。
　秋田議長は、「これから、本格的に福岡県とニューサウスウェールズ州
との間で、経済、文化、スポーツなどいろいろな交流が始まるかと思いま
すが、よろしくご尽力を頂きた
い。福岡県で11月に開催予定の
FAVA大 会 を 契 機 に、FAVA日
本事務所を福岡市に誘致し、そこ
からまた、アジア・オセアニアと
の交流を進めていきたい。ご協
力、ご理解を賜りますようお願い
申し上げます」と挨拶しました。

豪州NSW州政府駐日代表による県議会表敬

　５月24日、出水期を前に、秋田章二議長が服部誠太郎知事とともに、
九州北部豪雨で甚大な被
害を受けた朝倉市及び東
峰村と毎年、多くの家屋
や農地等の被害が生じて
いる久留米市において、
現在の復旧事業の進捗状
況および防災・減災対策
の取り組み状況を、地元
選出議員、市村長ととも
に視察しました。

県議会議長・知事合同被災地視察



ふくおか県議会だより 2022年（令和４年）８月発行第44号

※「ふくおか県議会だより」についてのご意見・ご要望は、調査課までお寄せください。☎092-643-3832　　092-643-3825　　gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

（8）

編
集
・
発
行

〒
8
1
2

－

8
5
7
4 

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7

－

7

　
　
　
　
　
　電
話 

0
9
2

－

6
4
3

－

3
8
3
2（
調
査
課
）

福
岡
県
議
会

■ 議会の庶務、経理　■ 本会議傍聴
■ 議会棟見学　など
TEL 092-643-3823
FAX 092-643-3825
E-mail  gsomu@pref.fukuoka.lg.jp

総 務 課
■ 本会議、委員会などの運営
■ 請願、陳情　■ 会議録作成　など
TEL 092-643-3827
FAX 092-643-3825
E-mail  ggiji@pref.fukuoka.lg.jp

議 事 課

■ 議案、行政施策、法令等の調査
■ 議会の広報　■ 議長会議　など
TEL 092-643-3832
FAX 092-643-3825
E-mail  gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

調 査 課
■ 議員提出条例の制定・改廃
■ 政策提言に係る企画支援　など
TEL 092-643-3806
FAX 092-643-3825
E-mail  gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

政 策 企 画 支 援 室

議会事務局の組織と問い合わせ先

※「ふくおか県議会だより」は新聞折り込みでお届けするほか、県の総合庁舎や各地区の県民
情報コーナー、県立美術館、県立図書館、クローバープラザ、市町村の窓口、県内ローソン各
店舗などにも置いています。

※「ふくおか県議会だより」は点字版およびデイジー版（音声版）CDも発行しています。ご希
望の方は、県議会事務局調査課へご連絡ください。 ※次号（第45号）の発行は、令和４年11月下旬を予定しています。

議会運営委員会
　会期、議事日程、会期の延長・休会、議会関係の条例や規則の制定・改
廃など、議決を必要とする案件の取り扱いを協議します。
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代表者会議
　議会の行事に関すること、議員定数に関すること、改選に伴う初議会の運営
に関することなどについて協議します。
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９月定例会のスケジュール（予定）
● ９月 ９ 日（金）　開　　　　　　会
● ９月15日（木）　代　表　質　問
● ９月16日（金）　代　表　質　問
● ９月20日（火）　一　般　質　問
● ９月21日（水）　一　般　質　問
● ９月22日（木）　一般質問・決特委
● ９月26日（月）　常 任 委 員 会
● ９月27日（火）　常 任 委 員 会
● ９月28日（水）　常 任 委 員 会
● ９月29日（木）　本　　会　　議

● ９月30日（金）　決算特別委員会
● 10月 ３ 日（月）　決算特別委員会
● 10月 ４ 日（火）　決算特別委員会
● 10月 ５ 日（水）　決算特別委員会
● 10月 ６ 日（木）　決算特別委員会
● 10月 ７ 日（金）　決算特別委員会
● 10月11日（火）　決算特別委員会
● 10月12日（水）　決算特別委員会
● 10月14日（金）　閉　　　　　会
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広報紙編集委員の紹介

　新型コロナウイルス感染症関連の最新情報につきまして
は、県ホームページ「新型コロナウイルス感染症ポータル
ページ」をご覧ください。

新型コロナウイルス感染症ポータルページのご案内

トピックス

　７月７日、「第21回アジア獣医師会連合（FAVA）大会」（11月11日～13日）が福岡市
内で開催されるに当たり、大会主催者である公益社団法人日本獣医師会（会長：藏内勇
夫議員）と開催地自治体である福岡県、福岡市の３者による共同記者会見が福岡県庁に
おいて行われました。
　藏内会長は、「新型コロナウイルス感染症といった人獣共通感染症が世界的な脅威と
なっている今、ワンへルスの先進地である福岡で開催されるこの大会から、今後の感染症
に対する考え方などを、アジアをはじめ世界各国に広く発信したいと考えています。大
会のテーマは『アジアからのワンへルスアプローチ』であり、ポストコロナ時代の幕開
けとして、日常生活や経済活動の再出発を期す、記念すべき世界大会となるよう努力し
ていきたいと思っています」と発言されました。

アジア獣医師会連合（FAVA）大会　共同記者会見

※「ワンへルス」とは、人獣共通感染症のまん延を防ぐためには、人と動物の健康と環境の健全性を一体的に守る必要があるという理念です。
福岡県は、平成28年11月に北九州市で開催された「第２回世界獣医師会・世界医師会 “One Health” に関する国際会議」において、ワンへルスの理念を実践段階に移行させる
礎となる「福岡宣言」が採択、公表された地です。福岡県議会においては、令和２年６月定例会で「人獣共通感染症への対応力の強化に関する決議」を議決し、さらに同年
12月定例会では議員提案による「福岡県ワンへルス推進基本条例」を可決、制定しています。

県が新たに作成し、会見当
日に発表した「ワンへルス
ロゴマーク」です。

ＦＡＶＡ大会のホーム
ページはこちらです。


